
 

 

 

 

 

 

 

 
 財団法人兵庫県高等学校野球連盟  

 

グランドでの試合を振り返り、高校野球の大切なマナーとルールを学びましょう。 

あなたの「なぜ？ どうして？」にわかりやすくお答えしていきます。 

 
 

特集編  今年度改正されたアマチュア内規の一部を解説します。内規の⑦番目は危険防止を定

めたものですが、旧項をさらに具体的に示した内容になっています。新旧を比べて、その本質を確認

してください。 
 

 

 

【改正前】                      

オブストラクションの厳格適用 

捕手または野手が、あらかじめ塁線上およびその延長上に位置して(足または脚を置いて)送球を待つことを禁じ

る。違反した場合はオブストラクションとなる｡(規則7･06(a)) 

 

 

【改正後】 

本規則の趣旨は、フェアプレイの精神に則り、プレーヤーの安全を確保するため、攻撃側のプレーヤーが野手の

落球を誘おうとして、あるいは触塁しようとして、意図的に野手に体当たりあるいは乱暴に接触することを禁止

するものである。 

1. タッグプレイのとき、野手がボールを明らかに保持している場合、走者は（たとえ走路上であっても）野手を

避ける、あるいは減速するなどして野手との接触を回避しなければならない。審判員は、 

1) 野手との接触が避けられた 

2) 走者は野手の落球を誘おうとしていた 

3) 野手の落球を誘うため乱暴に接触した 

と審判員が判断すれば、その行為は故意とみなされ、たとえ野手がその接触によって落球しても、走者にはアウ

トが宣告される。ただちにボールデッドとなり、すべての他の走者は妨害

発生時に占有していた塁に戻る。なお、走者の行為が極めて悪質な場合は、

走者は試合から除かれる場合もある。 

2. フォースプレイのとき、次の場合には、たとえ身体の一部が塁に向か

っていたとしても、走者には妨害が宣告される。 

⑴ 走者が、ベースパスから外れて野手に向かって滑ったり、または走っ

たりして野手の守備を妨げた場合（接触したかどうかを問わない） 

《走者は、まっすぐベースに向かって滑らなければならない、つまり走者

の身体全体（足、脚、腰および腕）が塁間の走者の走路（ベースパス）内

に留まることが必要である。ただし、走者が、野手から離れる方向へ滑っ
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たり、走ったりすることが、野手との接触または野手のプレイの妨げになることを避けるためであれば、それは

許される。》 

⑵ 走者が体を野手にぶつけたりして、野手の守備を妨害した場合 

⑶ 走者のスライディングの足が、立っている野手の膝より上に接触した場合および走者がスパイクの刃を立て

て野手に向かってスライディングした場合 

⑷ 走者がいずれかの足で野手を払うか、蹴った場合 

⑸ たとえ野手がプレイを完成させるための送球を企てていなくても、走者がイリ―ガリーに野手に向かってス

ライドしたり、接触したりした場合 

ぺナルティ⑴～⑸  

1) 無死または一死の場合、妨害した走者と、打者走者にアウトが宣告される。すでにアウトになった走者が

妨害した場合も、打者走者にアウトが宣告される。他の走者は進塁できない。 

2) 二死の場合、妨害をした走者にアウトが宣告され、他の走者は進塁できない。 

3) 走者のスライディングが極めて悪質な場合は、走者は試合から除かれる場合もある。 

3. 捕手または野手が、明らかにボールを持たずに塁線上および塁上に位置して、走者の走路をふさいだ場合は、

オブストラクションが厳格に適用される。なお、捕手または野手が、たとえボールを保持していても、故意に足

を塁線上または塁上に置いたり、または脚を横倒しにするなどして塁線上または塁上に置いたりして、走者の走

路をふさぐ行為は、大変危険な行為であるから禁止する。同様の行為で送球を待つことも禁止する。このような

行為が繰り返されたら、その選手は試合から除かれる場合もある。 

ぺナルティ：捕手または野手がボールを保持していて、上記の行為で走者の走路をふさいだ場合、正規にタッグ

されればその走者はアウトになるが、審判員は捕手または野手に警告を発する。走者が故意または意図的に乱暴

に捕手または野手に接触し、そのためたとえ捕手または野手が落球しても、その走者にはアウトが宣告される。

ただちにボールデッドとなり、すべての他の走者は妨害発生時に占有していた塁に戻る。(規則7.08b) 

 

 

 
【解説】 

今春の甲子園大会では、上記が適用されてゲームセットになるケースが重なりました。勝敗を超えた感動や充実

感は消えうせ、後味の悪さだけが印象的に残ります。スポーツゲームのさわやかさは演出できるものではありま

せんが、実直でひたむきな態度こそがマナーと共感の原点です。 

「どんな時もラフプレイ(rough play＝粗暴･粗雑な行為)をしない！」を念頭に､『公認野球規則』『アマチュア

内規』『高校野球特別規則』を理解しましょう。(『アマチュア内規』『高校野球特別規則』は、県下の加盟校に

届けられている《高校野球審判の手引き》に掲載されています｡) 


